
会議年月日 30 年 6 月 1 日 時　間 13:30 ～ 16:00 場　所 流山市生涯学習センター（３Ｆ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

・日時＝平成30年7月6日（金）13：30～15：30　　　　・場所＝流山市生涯学習センター

・内容＝国立環境研究所　公開シンポジュム「水から考える環境のこれから」に参加して

＜次回予定＞

４，実行計画
①（自然共生）：生物多様性ながれやま戦略
②（低炭素）：地球温暖化対策実行計画（区域施策編・事務事業編）
③（資源循環・廃棄物）：一般廃棄物処理基本計画
④（快適・公害）：生活排水対策推進計画
⑤（市民協働・環境学習）：

２，環境白書の構成
・ハイライト
・１部：数字で見る流山市：基礎情報と環境基本計画の項目に沿った数値情報。
典型 7 公害に関する情報が中心。
・２部：実施計画の進捗：４つの実行計画に関する進捗。
・３部：環境マネジメントシステム：システム概要とシステム要求事項。
・別冊：システムの各部局の目標管理

　

「省エネルギー学習会」

出 席 者
突田、高花、難波、下田、平手、山口、大塚、新田、筒井、笠原、遠藤、春田

（ホワイトボードに向かって時計回り順に記載、敬称略）

３，環境基本計画の体系

議　　　　　　　　　　　　　　　　題　　　

「流山市環境白書」について（講師：環境政策課係長　遠藤　剛）

１，環境白書
・環境基本計画で同計画の進捗を公表する年次報告書。
・平成 18 年版（平成１９年１月公表）で初めて作成。この時点では政令市を除き県内初。
・平成２２年版からエコアクション２１の環境活動レポートと一体化。

５，環境マネジメントシステム（ｴｺｱｸｼｮﾝ21）
　・環境省がガイドラインを作成する認証制度。
・流山市では平成２１年３月に認証取得。
・毎年、外部審査人による審査を受審。
・要求事項の１つである「環境活動レポート」を環境白書と統合して公表している。


